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教材２－Ｄ－（６）の解答  関数関係の意味 
① 『ｙがχに比例するもの』の解決のために 

 

  次の①～⑤の中からｙがχに比例するものを選ぶためには、①～⑤の数量の間の関係を 

式で表し、その間の関係がｙ＝ａχで表されるときｙはχに 比例  するといいます。 

   ① 時速３㎞の速さでχ時間歩いたときの道のりはｙ㎞である。 

     道のり＝速さ×時間 にあてはめると 

      ｙ＝ ３ × χ   よって ｙ＝３χ 

  ② 重さがχｇの瓶に５０ｇの水を入れるとｙｇになる。 

      ｙ＝ χ ＋ ５０ 

  ③ 長さ８ｍの紙テープをχｍ使った時、残りの紙テープはｙｍである。 

      ｙ＝ ８ － χ   

  ④ 縦の長さがχ㎝，横の長さがｙ㎝の長方形の面積は１０㎠である。 

    長方形の面積＝縦×横 にあてはめると 

      χ  × ｙ  ＝１０ よって ｙ＝  

  ⑤ １Ｌが１６０円のガソリンχＬの代金はｙ円である。 

      ｙ＝ １６０ × χ   よって ｙ＝１６０χ 

     ｙがχに比例するものは  ①，⑤    

 

 

 

 

 問 ｙがχに比例するものを、次の①～⑤の中からすべて選んで、番号で答えなさい。 

 

  ① 時速χ㎞の速さでｙ時間歩いたときの道のりは３０㎞である。 

  ② 半径χ㎝の円の面積ｙ㎠ 

  ③ １２０円のジュースをχ本買った時の代金ｙ円 

  ④ 三角形の底辺がχ㎝，高さがｙ㎝，面積が１０㎠である。 

  ⑤ 一辺の長さがχ㎝である正三角形の周の長さがｙ㎝である。 

 

 ① χ×ｙ＝３０   ② 円の面積＝半径×半径×円周率  ③ ｙ＝１２０×χ     

ｙ＝         ｙ＝χ×χ×π        ｙ＝１２０χ 

                  ｙ＝πχ２ 

 

 ④ 三角形の面積＝底辺×高さ×   ⑤ ｙ＝χ×３   答え ③，⑤  

     １０＝χ×ｙ×       
ｙ＝３χ 

      ｙ＝  

たしかめよう           

 

 

                 

 


